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建設業における安全管理の推進について

2

労働災害発生状況等を踏まえた課題

労働災害発生状況の推移（愛知労働局管内）
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労働災害発生状況等を踏まえた課題
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労働災害発生状況等を踏まえた課題

外国人労働者における労働災害発生状況の推移（愛知労働局管内）

290

741

26

109

0

20

40

60

80

100

120

0

100

200

300

400

500

600

700

800

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和5年 令和6年

全産業 製造業 建設業 小売業 社会福祉 飲食店

（製造業、全産業）
（人）

（他の業種）
（人）

約4倍



2

5

建設業に見られる今までの考え方や手法

事業

職人

匠⚫ 熟練者

⚫  有能な技能者

⚫ 外国人、女性労働者など就業構造の変化

⚫ 様々な面で課題が発生（生産性、品質、安全などへの影響）

働き方の変化

後継者不足

人手不足

☞ 今までの手法や考え方を切替え、管理を見直す

事業活動の中心

要因

⚫ 属人化によるノウハウ・知識の喪失（安全感覚や判断能力）

⚫  価値観や背景の違い（「阿吽の呼吸」が通じない）

6

管理と活動

管理 活動

⚫目的達成のため、体系的な仕組みをつ

くり、維持すること

⚫体系的な仕組みに基づく具体的な行動

により成果を生み出すこと

⚫目的を達成するための動き

⚫管理部門が主体 ⚫現場（第一線）が主体

⚫PDCAサイクル（計画・実行・評価・改善）

を回す
⚫継続・持続性のある積極的な行動

⚫ノウハウや知識の蓄積、質の向上 ⚫意識の高揚

⚫ツールとして主にリスクアセスメント

・全体の最適化を目指す

⚫ツールとして主にKY活動

・ヒューマンエラー防止

ポ イント 管理は、関連する物事を順序立てて一定のルールを決める

ことで、誰でも同じ成果を出すことが可能とする

7

（余談）リスクアセスメントとKY

リスクアセスメント KY

いつ • 計画段階 • 作業開始前

目的 • 調査した危険の評価 • 見つけた危険の回避

誰が • 作業者から管理者まで全員 • 小集団（作業員と職長）

手法

• 危険源の洗い出し

• リスクの評価

• 評価に応じた対応の検討

• 対応策の実施

• 潜む危険を見つける

• 危険のポイント

• あなたならどうする

• 行動目標の設定

効果

• 安全を感覚ではなく、立証する

仕組みづくり

• 職場のリスクの明確化

• 合理的な優先順位の決定

• 不安全な行動の抑制

• 安全意識（感受性）の向上

• 問題解決能力の向上

• 風土の醸成

関係性
• ハード面での対応

• 残留リスクをKYで対応

• ソフト面での対応

• KYで守るべき決め事を決定

4ラウンド法

8

安全管理とは

⚫ 許容できないリスクがないこと（許容可能なリスクは含まれている）

⚫ 災害の起きない状態を指していない

安
全

安全を立証するとは

組織として（⇔個人の感覚・知識・経験）

⚫ 明確なルール（判断基準）を定めて

⚫ 安全か（許容できるか）否かを層別する

安全を管理するとは

「災害防止」という目的を達成するため、

・リスクベースによる安全を立証する仕組みをつくり、維持する

・安全な職場環境とするべき基準をつくり、順守する

・属人化の排除
・誰もが同じ安全水準を享受
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リスクとは

リ
ス
ク

• 将来起こりうる不確実な出来事やそれがもたらす影響

• リスクは未来の不確定なこと

安全

⚫ 安全（リスク）は、将来を取り扱っている

⚫ 労働災害は、見えない将来の不確実な出来事

⚫ リスクアセスメントは、見えない将来を可視化することができる

危険源（危険性又は有害性）によって生ずるおそれのある
負傷又は疾病の重篤度及び発生に関する可能性の度合い

10

リスクの大小

危害の大きさ 発生確率

• エネルギーが大きくなると被る危害が大きくなる

→危害、程度の大小

• 保護方策が不十分、作業頻度が増えると危害を被る可能性が大きくなる

→起こりやすさの大小

11

リスクは無くならない

12

リスクアセスメントのステップ
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13

危険性又は有害性の特定（イメージ）

14

危険性又は有害性の特定（災害発生シナリオに沿ったイメージ）

15

【参考】 リスクアセスメント主な用語

16

危険源について（危険性又は有害性の特定）

具現潜在

危害を

引き起こす

潜在的根源

作業など

危険源と作業が

関わっている状態

災害の発生が

差し迫った状態

機械的・人的な

エラーの介在など
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17

危険源の種類と危害（例）

18

危険源のエネルギーと危害の大きさ

一般的に、危険源のエネルギーの大きさは、
危害の大きさと関係性があることが多い。

エネルギーの小さい危険源※はあらかじめ除外してよい

19

危険源のマップ化

危
険
源

危
険
源

危
険
源

危
険
源危

険
源

危
険
源

◼ 危険源を図面等に落とし込んでマップ化

20

人（作業）について（危険性又は有害性の特定）

具現潜在

危害を

引き起こす

潜在的根源

作業など

危険源と作業が

関わっている状態

災害の発生が

差し迫った状態

機械的・人的な

エラーの介在など
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21

作業把握の現状と本質

◼ 作業把握が不十分でも、現場は動いているのが現状…

◼ 問題は作業の属人化や作業が管理下にないということ

• 誰が知っているか
• どこまで共有されているか
• どこから個人の判断領域なのか

◼ 作業把握＝マニュアル整備という誤解

（現場は負担増というマイナスイメージ）

作業把握の現状

作業把握の本質

◼ 再現性のあるかたちで全員が共有できる

◼ 基準から外れた状態の把握（正常・異常の把握）

◼ 現場の実態を吸い上げ、現場へ還元すること

22

作業把握のポイント

作業把握は、危険源との関わりを漏れなく把握できる単位で行う

23

建設業における作業把握の考え方

単位作業の組合せ

⚫ 現場の作業を紐解くと…

単 位 作 業

（場の環境に依存しない）

• 現場で得た記録を集積・整理して

「情報」とする。

• 現場に必要な単位作業の情報をデー

タベースから取り出して活用。

☞ 事前打合せ、安全衛生指示書 等

現 場 特 有 の 環 境

（現場ごとに異なる）

• 元請から単位作業の情報を専門工事

業者へ通知。

• 専門工事業者は元請から得た情報の

活用

☞ 作業手順書、KY、RA 等 

• 現場で得た現場特有の記録を集積・

整理して「情報」とする。

☞ 一定のデータベース化は可能

☞ 作業のデータベース化

24

作業把握の仕組み（例）

帳票の記録

• 日報、安全衛生指示書など
• 作業手順どおり、作業手順以外の
作業を書き込む

店社へ提供

• 作業手順書にない
内容を提供

• 危険源との関わり
も把握

他へ反映

• 以下の帳票類に反映。
リスクアセスメント帳票

   作業手順書、危険源マップ
  など

DB化

• 情報蓄積
• 現場へフィード
バック

•  現場ごとに必要な情報を取
り出す
•安全衛生指示書など工程ご
とにひな形があると便利

変化点の把握

情報の集約
再現可能な形

現場への還元
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25

リスクの見積り・評価

26

リスクの見積り・評価の目的

目 的

◆危害の大きさと、その発生確率を

明確にする

◆リスクの見える化
・リスクベースによる安全の指標づくり

◆マネジメントへの判断資料
・ヒト、モノ、カネなどの適切な活用

手 段

手段にこだわりすぎると目的を見失う可能性あり

◆リスク見積り結果に基づき、

（許容可能か否かなど）判断

精度を高めること
も大事だが‥‥

あくまでもリスクを把握（承知）する
ための手段（手法）

（例：人やお金などをどこに投資すべきかの判断材料）

Ｑ

（重要）

Ｃ

安全の指標

27

対応策の検討・実施

28

対策も災害発生のシナリオで

⚫危険源をなくす
⚫危険源のエネルギーを（影響がない程度に）小さくする

⚫作業をなくす
⚫危険源に関わらない作業方法にするリスクは残留している

 

本質安全 機能安全
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29

本質安全へのアプローチ

30

本質安全（人へのアプローチ）と業務改善

排除する ・・・やめられないか？

ムダな手順・作業を廃止する

結合する ・・・一緒にできないか？

いくつかの手順・作業を一緒にする

交換する ・・・順序を変えられないか？

入れ替えたり、逆にする。さらに排除・結合を導く

簡素化する ・・・単純にできないか？

上記を考えた後、残された要素の簡素化を考える

本質安全への対応は、業務改善へとつなげられる
（作業効率、品質、コストなどに効果）

31

機能安全へのアプローチ

危険源の影響範囲に立入ること自体
を物理的に防ぐ
◼ 防護柵の設置
◼ カバーの設置
◼ 密閉設備・局所排気装置等の設置
稼働

…など

危険源の影響範囲に近づくことを許
容しつつ、立入った際に危険源を無
効化
◼ ライトカーテンの採用
◼ マットスイッチの採用
◼ 定格荷重制限装置
◼ 重機接触防止装置 …など

32

管理的対策



9

33

否定形のルールは肯定形の行動目標へ

否定形のルール 肯定形の行動目標

（クレーンの）

つり荷の下に入るな

（通行経路を外し、全体を見渡せる場

所を指定して）

ここに立って操作する

（台車やカートを押すとき）

指を挟まないように注意

（危険源の影響範囲外を検討し）

ここを持って操作する

（階段などで）

転落しないよう注意
手すりを持って昇降する

機械を止めずに掃除しない
このボタンで止めて掃除する

（止めるためのボタンを指示）

●  否定形のルールは、具体的な行動ができるよう肯定形の行動目標にする

●  管理者は、指示された（した）行動が管理対象になる

●  「○○したほうが良い」など、曖昧な内容は行動目標として不適当

ポ イント

34

管理的対策も災害発生のシナリオで（例）

危険源と人の
離隔距離を確保する
⚫立ち位置を決め、その場所で
操作をする。
（クレーン操作、トラックの
テールゲート昇降装置など）

⚫持ち手の位置を決め、実行す
る。
（扉の開閉、運搬台車など）

⚫必要に応じて立入を制限する。
（防護柵を乗り越えないなどの
ルールなども）

回避行動を容易にする
（気付いて逃げる）
⚫階段昇降時に手すりを持つな
ど

⚫対象物を視界に入れる
（列車保線・道路維持）
（対象物に背を向けない）

危険源を作らない
⚫整理整頓など

危険源を無効化する
⚫電源を遮断してから作業をす
るなど

（コンセントを抜く、
ブレーカーを落とすなど）

危険状態から
危険事象に進ませない
⚫感覚技能などの場合では、技
能向上など
（異常処置の資格者制度を運用
するなども）

⚫燃焼式の暖房器具使用時に定
期に換気するなど

35

経営トップの理解

リスクアセスメントの運用には
経営トップの理解・働きかけが不可欠

• 現場にある災害リスクを見える化して管理下に置く

• PQCDSMEの総合的な視点で全体の最適化に向けたもの

⚫ リスクアセスメントは

管理下に置くとは

• 責任者が重点項目を決め、どのような行動すべきかを判断す

る材料（危険性・有害性の特定、リスク評価）を揃え、決断（リスク

低減対策の検討、実施）すること。

全体を巻き込んだ取組み

⚫ 決断に必要な要素

36

ＰＱＣＤＳＭＥは、モノづくりやサービス提供の７つの視点

経営

Productivity＝生産性
インプットに対しアウトプットをできるだけ多く

Ｐ

Quality＝品質
ねらいどおりの品質の製品・サービスを提供

Ｑ

Cost＝コスト・経済性
ムダを減らし低コストで製品・サービスを提供

Ｃ

Delivery＝納期・生産量
必要な時に必要な量の製品・サービスを提供

Ｄ

Safety＝安全性
労働者の負荷軽減・災害がなく安全に作業を

Ｓ

Morale＝モラル
人の能力が開発・向上され、働きがいを持てる

Ｍ

Enviroment＝環境
環境に負荷を掛けない生産プロセス、サービス提供

Ｅ

⚫ どの視点も欠かすことはできない。

⚫ どれかひとつだけを重視することもできない。

⚫ 安全も視点の１つ
安全を欠かすことはできない。

安全だけを別に取り扱えない。
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37

全体の最適化に向けた取組み -事例-

38

    全体の最適化に向けた取組み –安全の効果-

⚫危険源をなくす
⚫危険源のエネルギーを（影響がない程度に）小さくする

 

【作業をなくす】

・マシンコントロール油圧ショベル（事例）

 

本質安全  機能安全

生産性等の向上は、安全の効果も高い

39

ネガティブな印象をポジティブへ

仕事が増えるなぁ…（士気の低下）

成果が見えない

  成果が作業に活かされる実感なし

作業がやりずらい （例）保護具の着用

ネ 

ガ 

テ 

ィ 

ブ 

な 

印 

象

ポ
ジ 

テ 

ィ 

ブ 

な 

印 

象

仕事が増えるなぁ…
（士気の低下）

成果が見えない

  成果が作業に活かされる実感なし

作業がやりづらい
（例）保護具の着用

コストが掛かる

PQCDSMEの一体的向上

仕事が減った
（士気の向上）

生産性等の向上の成果が見える

  成果が作業に活かされる実感

作業がやりやすい

（保護具着用不要な環境）

安全は儲かる（投資）

40

安全経営あいち®

⚫ 社会情勢の変化、技術革新及び働き方改革が進み、安全に求められ

るものも変化

⚫ 今後は、単に災害や疾病を防ぐ負（ネガティブ）の領域から、さら

に前向きな正（ポジティブ）の領域へと大きな転換を図っていく必

要がある

⚫ 安全管理を事業運営と一体的に行うことで、生産性、品質、コ

スト、環境なども一体的に管理向上させることができる。

⚫ 生産性などの向上と企業価値向上をもたらすことで自律的でポ

ジティブな安全衛生管理を促進。
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41

安全経営あいち®賛同事業場制度

41

「安全経営あいち®」に賛同いただける事業場

監督署あて

申請書を提出してください。

⚫ 「登録証」をお渡しします。

⚫ 「安全経営あいち®」のロゴマーク

を使用できるようになります。

⚫ 愛知労働局HP内「賛同事業場一覧」

に掲載します。（承諾いただいた場合）

⚫ 「安全経営」に取り組む姿勢と、その基礎となるリスクアセスメントに積極的に取り組む姿

勢を、同時に事業場内外に示し、企業価値向上の一助としていただけます。

⚫申請書のダウンロードは、愛知労働局ホームページへ

申請の主な要件

・愛知県内の事業場であること
・監督署のリスクアセスメント集団指導などに出
席していること

42

出前講座のご案内

⚫ 愛知労働局及び管下労働基準監督署では、管内事業場へのリスクアセ
スメント等の普及促進を図るため、「リスクアセスメント出前講座」
を行います。

様式ダウンロード・WEB申込み等は、愛知労働局ホームページへ

お問合せは、愛知労働局労働基準部安全課または最寄りの労働
基準監督署にお願いします。
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